
〒899-5106　鹿児島県霧島市隼人町内山田二丁目 2-11

隼人駅前通り

0120-68-0331
TEL 0995-42-0331㈹
FAX 0995-42-0236
IP 050-3540-4311

思い出作りにお手伝い
一級写真技能士の店

フォトスタジオ光輝
隼人郵便局

宮内
小学校

鹿児島神宮

隼人国分サティ

焼き肉なべしま

JR隼人駅

フォトスタジオ光輝

七五三
七草
記 念 写 真

広告

大
き
く
な
っ
た
ね
。

あ
な
た
の
そ
の
笑
顔
が
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
生
き
が
い
だ
か
ら
、

み
〜
ん
な
、
み
ん
な
残
し
て
あ
げ
た
い
。

☆国家資格を持つカメラマン！　☆ブライダルも手掛けるスタッフによるレベルの高いお支度!!　☆物語をつむいでいるかのような印象的なアルバム仕上がり!!

衣装レンタル＆撮影
成人式記念写真
◎衣装レンタルで撮影したい女性は
撮影２ポーズ＋六切写真＋高級台紙＋
撮影時の着付＋ヘアーメイク+ 振袖 +
小物一式（12 点）+ 着付け道具（11点）+
髪かざり込 52,500円より（税込）

◎衣装レンタルで撮影したい男性は
撮影１ポーズ＋六切写真＋高級台紙＋
撮影時の着付（前撮り、当日）＋着物 +
袴 +小物一式込 39,900円より（税込）

美容師、着物着付け師、ネイリスト、カラーコーディネーター、メイクアップ
アーティストの専門スタッフへ何でも相談してね♥

振り袖衣装
200着以上!!
常時展示中

★10月中の撮影
撮影料

平日のみ10％OFF
★七五三、七草当日の
　レンタル衣装を
　10月中に決められますと、
平日の15％OFF
(300着以上、常時展示中）

★撮影用衣装代
いつでも無料
(一部衣装をのぞく）

❖３才女の子

22,000円（税込）
❖３才・５才の男の子

21,000円（税込）
❖７才女の子

25,000円（税込）

七五三

男の子

21,000円（税込）
❖女の子

25,000円（税込）

七 草

★当日♥楽ちんぷらん
レンタル代+ヘアーメイクセット+
着付け+撮影技術料１ポーズ+
六切り写真代（高級台詞付）

神宮での式、披露宴等のお支度、レンタル、撮影なども承っております!!
専門スタッフがご相談に応じます♥

ブライダルフォトプラン
◎ウエディングドレスコース

49,800円より（税込）

◎花嫁白打掛スコース 49,800円より（税込）
（平日特別価格、多数の衣装の中から選べます）

◦撮影技術料１ポーズ　◦六切写真代（台紙付）
◦衣装（撮影時レンタル代）　◦ヘアーセット、メイク、お支度

◀
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七五三、七草衣装
300着以上!!
常時展示中

なか
よし

牧園町万膳地区 「ヒガンバナ」　９月23日　午後４時45分
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分
駅
へ
駅
名
改
称

昭
和
５
年
９
月
15
日

西
国
分
駅
か
ら
隼
人
駅
へ
駅
名

改
称

昭
和
32
年
７
月
５
日

植
村
駅
新
設

昭
和
33
年
２
月
１
日

中
福
良
駅
新
設

昭
和
33
年
10
月
１
日

日
当
山
駅
新
設

昭
和
37
年
１
月
15
日

牧
園
駅
か
ら
霧
島
西
口
駅
に
駅

名
改
称

平
成
８
年
３
月
16
日

観
光
列
車「
い
さ
ぶ
ろ
う・し
ん
ぺ

い
号
」運
転
開
始

平
成
15
年
３
月
15
日

霧
島
西
口
駅
か
ら
霧
島
温
泉
駅

に
駅
名
改
称

平
成
16
年
３
月
13
日

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト（
新

八
代
～
鹿
児
島
中
央
間
）開
業

観
光
列
車
特
急「
は
や
と
の
風
」

運
転
開
始

平
成
21
年
４
月
25
日

熊
本
～
人
吉
間
で「
Ｓ
Ｌ
人
吉

号
」運
転
開
始

明
治
34
年
６
月
10
日

鹿
児
島
～
国
分（
現 

隼
人
駅
）間

開
通

明
治
36
年
１
月
15
日

国
分（
現 

隼
人
駅
）
～
横
川（
現 

大
隅
横
川
駅
）間
開
通

嘉
例
川
駅
、横
川
駅
新
設

明
治
36
年
９
月
５
日

横
川（
現 

大
隅
横
川
駅
）
～
吉

松
間
開
通

鹿
児
島
～
吉
松
間
開
通

明
治
41
年
６
月
１
日

八
代
～
人
吉
間
開
通

明
治
42
年
11
月
１
日

牧
園
駅（
現 

霧
島
温
泉
駅
）新
設

明
治
42
年
11
月
21
日

人
吉
～
吉
松
間
開
通

門
司（
現 

門
司
港
駅
）
～
人
吉

～
鹿
児
島
間
全
線
開
通
、「
鹿
児

島
本
線
」と
命
名
。こ
れ
に
よ
り
、

当
時
の
日
本
縦
貫
鉄
道（
青
森
～

鹿
児
島
間
）が
全
線
開
通

矢
岳
駅
、大
畑
駅
新
設

大
正
９
年
９
月
１
日

横
川
駅
か
ら
大
隅
横
川
駅
へ
駅

名
改
称

昭
和
２
年
10
月
17
日

八
代
～
川
内
～
鹿
児
島
間（
海
岸

線
）が
全
線
開
通
し
、こ
の
線
と

門
司
港
ま
で
を「
鹿
児
島
本
線
」

と
改
称

八
代
～
人
吉
～
国
分（
現 

隼
人

駅
）は「
肥
薩
線
」と
改
称

昭
和
４
年
９
月
１
日

国
分
駅（
現 

隼
人
駅
）か
ら
西
国

明
治
42
年
11
月
21
日
、
肥
後
と

薩
摩
を
結
ぶ
肥
薩
線
（
八
代
～
隼

人
間
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
当
時

は
博
多
と
鹿
児
島
を
結
ぶ
大
動
脈

と
し
て
物
流
を
支
え
、
産
業
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
し
か 

一
世
紀
の

息
吹
を
感
じ
て

し
開
通
ま
で
に
は
、
難
工
事
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。
約
60
か
所
の

ト
ン
ネ
ル
や
最
大
の
難
関
、
矢や

岳た
け

山
（
標
高
７
４
０
㍍
）の
攻
略
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
な
が
ら
も
明
治
政
府
が
国

の
威
信
を
か
け
た
大
工
事
は
、
日

本
初
の
ル
ー
プ
線
や
ス
イ
ッ
チ

バ
ッ
ク
な
ど
当
時
の
最
新
技
術
を

導
入
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
１
０
０
年
。
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
ロ
ー
カ
ル
線
は

肥
薩
線
の
歴
史

１
０
０
年
の
歴
史
を
感
じ
て
走
る

肥
薩
線
の
魅
力

肥
薩
線
開
通
１
０
０
周
年

次
々
と
廃
止
。
肥
薩
線
も
存
続
の

危
機
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
今
、
そ
の
肥
薩
線
が
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
。
１
０
０
年
の
歴
史

に
地
域
の
か
た
の
思
い
が
加
わ
り
、

肥
薩
線
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
人

気
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
人
が
今
で
も
肥
薩
線
を
出
勤
や

通
学
、
買
い
物
な
ど
に
利
用
し

て
お
り
、
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
魅
力
に
迫
っ
て
み
ま

し
た
。

列車の形は変わっても、レールやトンネルは変わ
らずに使われています。そして、今でも多くの人の
交通手段として生活を支えています。

大隅横川駅近くのトンネルから出てくる蒸気機関車。（約４０年前の写真）
撮影者：山賀孝吉さん（横川出身）

吉
松
駅
前
に
あ
る
肥
薩
線
開
通
記
念
碑
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史
明
治
42
年
11
月
21
日
、
幾
多
の

難
工
事
を
乗
り
越
え
、肥
薩
線
（
八

代
～
隼
人
間
１
２
４
・
２
㌔
）
が

全
線
開
通
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

青
森
～
鹿
児
島
間
が
一
つ
の
レ
ー
ル

で
結
ば
れ
ま
し
た
。
当
時
の
日
本

縦
貫
鉄
道
の
完
成
で
す
。

肥
薩
線
と
戦
争

皆
さ
ん
は
、
肥
薩
線
が
鹿
児
島

本
線
だ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
。
現
在
の
鹿
児
島
本
線
は
鹿
児

島
︲
川
内
︲
八
代
を
通
る
海
岸
線

の
ル
ー
ト
で
す
が
、
こ
の
ル
ー
ト
が

で
き
た
の
は
昭
和
２
年
。
肥
薩
線

が
開
通
し
た
明
治
42
年
か
ら
の
18

年
間
は
肥
薩
線
が
鹿
児
島
本
線
で

し
た
。
し
か
し
な
ぜ
、
平
地
が
多

く
コ
ス
ト
が
安
く
す
む
海
岸
線
で

は
な
く
、
工
事
が
大
変
な
山
沿
い

を
抜
け
る
肥
薩
線
が
鹿
児
島
本
線

に
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
一
つ
の
理
由
と
し
て
戦
争
が
影
響

し
て
い
ま
し
た
。

明
治
28
年
、
日
本
は
日
清
戦
争

に
勝
利
。
清
国
の
遼

り
ゃ
お

東と
ん

半
島
を
占

領
し
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
な

ど
が
返
還
を
要
求
し
て
き
た
た
め

戦
争
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
そ
の
こ
ろ
、
鹿
児
島
本
線
の

ル
ー
ト
を
検
討
し
て
お
り
、
戦
争

に
な
る
と
海
か
ら
の
敵
艦
に
よ
る

攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
っ
た

た
め
、
山
沿
い
を
通
る
ル
ー
ト
が

選
ば
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
37
年
に
は
、
日
露
戦
争
が

見
せ
ま
し
た
。
特
に
明
治
36
年
に

で
き
た
大
隅
横
川
駅
は
、
姶
良
地

区
北
部
や
伊
佐
地
区
の
物
資
輸

送
の
中
継
点
と
し
て
多
く
の
人
と

物
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

駅
前
に
は
旅
館
や
菓
子
屋
、
映
画

館
な
ど
が
立
ち
並
び
、
多
い
と
き

に
は
年
間
約
40
万
人
の
乗
降
客
が

あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
昭
和
初
期
の
こ
ろ

の
駅
は
地
域
経
済
の
象
徴
で
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
駅
に
は
戦

争
と
い
う
悲
し
い
記
憶
も
残
っ
て

い
ま
す
。
戦
時
中
、
鉄
道
を
使
っ

て
戦
地
へ
向
か
う
兵
士
が
大
勢
い

ま
し
た
。
駅
前
に
は
多
く
の
地
域

の
か
た
が
集
ま
り
、
戦
争
に
向
か

う
兵
士
を
「
万
歳
」
を
し
て
見
送
り
、

兵
士
は
列
車
の
中
で
敬
礼
を
し
な

が
ら
戦
地
へ
旅
立
っ
て
行
き
ま
し

た
。戦

時
中
の
大
隅
横
川
駅
前
の
様

肥
薩
線
開
通
１
０
０
周
年

子
を
写
し
た
一
枚
の
写
真
（
写
真

１
）
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
出
征

兵
士
を
見
送
る
た
め
に
地
域
の
か

た
が
大
勢
駅
前
に
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
写
真
を
持
っ
て
い
た
の
は
、

大
隅
横
川
駅
前
で
写
真
館
を
営
ん

で
い
た
池
田
稔
さ
ん
。
昔
の
写
真

を
見
な
が
ら
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。「

私
も
昭
和
19
年
７
月
、
16
歳

の
と
き
に
大
隅
横
川
駅
か
ら
列
車

に
乗
っ
て
戦
争
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
時
も
、
大
勢
の
地
域
の
か
た

が
見
送
り
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

戦
争
へ
向
か
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
大
勢
の
見
送
り
に
勇
気
づ

け
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

駅
で
思
い
出
す
の
は
戦
争
も
で
す

が
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
駅
前
が
一
番

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
祇ぎ

園お
ん

祭ま
つ
り。
戦
前
か
ら
祇
園
祭
を
し
て

い
た
の
は
、
周
辺
地
域
で
は
横
川

戦
争
に
影
響
さ
れ
た
肥
薩
線
開
通
は

地
域
経
済
発
展
の
象
徴
で
し
た
。

肥
薩
線
開
通
は
、多
く
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、そ
の
歴
史
は
繁
栄
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

16
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１．戦時中、大隅横川駅前で出征兵士を見送る。 ２．現在の大隅横川駅。 ３．ホームの柱
に残る敵戦闘機からの機銃掃射の跡。 ４．開業時使われていた切符入れ。今も駅舎内に残る。 
５．通票（タブレット）閉そく器。 ６．戦中戦後と思われる料金などを載せたわら半紙のチラシ。 
７．戦後の祇園祭。大隅横川駅前の商店街には神輿を見るために大勢の見物人が集まる。

大隅横川駅

嘉例川駅

勃ぼ
っ

発ぱ
つ

。
山
沿
い
の
ル
ー
ト
に
決
め 

て
い
た
こ
と
が
成
功
し
ま
し
た
。

も
し
、
戦
争
が
な
け
れ
ば
肥
薩
線

の
歴
史
は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

歴
史
の
生
き
証
人

肥
薩
線
開
通
に
よ
り
青
森
か
ら

鹿
児
島
ま
で
が
一
つ
の
レ
ー
ル
で
結

ば
れ
、
鉄
道
は
国
内
の
流
通
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

駅
周
辺
に
は
人
が
集
ま
り
、
多
く

の
商
い
が
生
ま
れ
、
に
ぎ
わ
い
を

湧水町にある吉松駅は肥薩線の
鹿児島県側の最初の駅です。今は吉
都線との分岐駅ですが、肥薩線が鹿
児島本線、吉都線が日豊本線だった
ころは、大幹線の分岐駅として大い
に栄えました。構内には実際に肥薩
線を走っていたＳＬ（Ｃ55形蒸気機関
車52号機）が展示されています。全
長20㍍、高さ４㍍、重さ78㌧の漆黒
のボディは、今にも走り出しそうな迫
力満点。操縦席にも入ることができ、
ＳＬの魅力を身近に感じることができ
ます。また、鉄道年表などが展示され
た資料館や、ＳＬの写真が多数展示
された展示館もあり、肥薩線や鉄道
の歴史を学ぶことができます。

7

だ
け
。
そ
の
た
め
横
川
以
外
の
地

域
か
ら
も
多
く
の
見
物
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
駅
前
か
ら
出
発
す
る

神み
こ
し輿
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
、
沿
道

に
は
大
勢
の
人
が
並
び
、
駅
前
に

作
ら
れ
た
特
設
舞
台
で
は
、
多
く

の
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
、
祇
園
祭
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
横
川
町
の

夏
祭
り
が
今
で
も
駅
前
で
開
催
さ

れ
る
の
は
、
当
時
の
名
残
り
で
す
。

駅
前
は
寂さ

び

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

昔
と
変
わ
ら
な
い
風
情
を
残
す
駅

を
見
る
と
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
を

思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
駅
は
私
の

思
い
出
そ
の
も
の
で
す
」

物
流
は
鉄
道
か
ら
車
や
飛
行
機

な
ど
へ
と
代
わ
り
、
列
車
の
利
用

者
が
減
っ
て
い
く
中
、
駅
前
も
に

ぎ
わ
い
を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
肥
薩
線
に
は
多
く
の
人

の
思
い
出
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
思
い
出
は
、
こ
の
ま
ち
の
歴

史
で
も
あ
り
ま
す
。 池田 稔さん（80歳）、横川町出身、自らも大

隅横川駅から戦争へ向かい、戦後は駅前で
写真館を営む。大隅横川駅の多くの歴史を見
てきた。
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活に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
肥
薩

線
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
利
用
者
が
減
り
、
駅
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
も
薄
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
肥
薩
線
に
大
き
な
転
機

が
訪
れ
ま
す
。
６
年
前
の
嘉
例
川

駅
と
大
隅
横
川
駅
の
開
業
１
０
０

周
年
で
す
。
両
駅
で
は
地
域
の
か

た
が
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
開

催
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
地
域
活

性
化
の
気
運
が
高
ま
り
、
嘉
例
川

駅
で
は
特
産
品
販
売
所
や
展
示
館

の
オ
ー
プ
ン
、
駅
弁
「
百
年
の
旅

物
語
か
れ
い
川
」
を
販
売
。
大
隅

横
川
駅
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
名
物

お
菓
子
「
げ
た
ん
は
」
を
復
活
し

販
売
が
始
ま
る
な
ど
、
全
国
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
地
域
に

活
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
動
き

駅
を
中
心
に
し
た
活
性
化
の
動

き
は
、
霧
島
温
泉
駅
で
も
始
ま
り

ま
す
。
平
成
17
年
、
地
域
の
か
た

が
「
霧
島
温
泉
駅
地
域
振
興
会
」

を
発
足
。
駅
の
清
掃
の
ほ
か
、
お

食
事
ど
こ
ろ
「
停
車
馬
」
を
オ
ー

プ
ン
。
土
日
に
は
特
産
品
の
販
売

や
「
は
や
と
の
風
」
の
乗
客
向
け

に
お
茶
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
メ
ン
バ
ー

が
開
通
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

駅
弁
を
販
売
。
竹
の
皮
に
包
ま
れ
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
懐
か
し
い
お

ふ
く
ろ
の
味
は
、
早
く
も
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

同
振
興
会
会
長
の
大
庭
勝
さ
ん

（
60
）
は
「
駅
前
に
元
気
を
取
り

戻
す
た
め
に
何
と
か
し
な
い
と
い

け
な
い
、
そ
の
た
め
に
は
こ
の
駅

の
活
性
化
が
必
要
だ
と
思
い
、
こ

の
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
会

員
数
も
少
し
ず
つ
増
え
、
皆
さ
ん

が
や
り
が
い
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
肥
薩
線

利
用
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
お
り
、

地
域
に
も
少
し
ず
つ
活
気
が
出
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
肥
薩
線

と
と
も
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
地
域
活
性
化
へ

の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

嘉
例
川
駅
、
大
隅
横
川
駅
、
霧

島
温
泉
駅
、
地
域
の
か
た
の
思
い

が
１
０
０
年
前
の
あ
の
こ
ろ
の
活

気
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

１．駅弁「竹ん皮温泉おにぎり弁当」
を作っている上原さんと吉原さん ２．
土日には、観光列車特急「はやとの
風」の乗客にお茶などをサービス ３．
霧島温泉駅の名誉駅長山下琳太郎
くん（3歳）は観光客の人気者 ４．霧
島温泉駅地域振興会の大庭会長 
５．お食事どころ「停車馬」 ６．霧島
温泉駅では、多くの団体が清掃活
動などをしている ７．駅弁「竹ん皮
温泉おにぎり弁当」700円（販売日
は要確認）◎問い合わせ先＝ぽっぽ
や☎76︲0133

ほんのひと時でも、
印象深く心温まるおもてなし

12

3

4

5

67

肥
薩
線
の
魅
力
と
地
域
の
思
い
が
重
な
り

地
域
活
性
化
へ
と
進
み
だ
す
。

鉄
道
の
利
用
者
が
減
り
、活
気
を
失
っ
た
駅
周
辺
。し
か
し
今
、肥
薩
線
の
魅
力
を
生
か
し
、地
域
の
思
い
が
動
き
出
す
。

肥
薩
線
開
通
１
０
０
周
年
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楽

日
当
山

表
木
山

中
福
良

嘉
例
川

霧
島
温
泉

植
村

大
隅
横
川

栗
野

吉
松

真
幸

矢
岳

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

新
八
代

八
代

段

坂
本

葉
木

鎌
瀬

瀬
戸
石

海
路

吉
尾

白
石

球
泉
洞

一
勝
地

那
良
口

←湯前方面

←都城・小倉方面

市房山

霧島連山

←
都
城

不知火海

錦江湾球磨川

天降川

吉
都
線

く
ま
川
鉄
道

九
州
新
幹
線

日豊本線
鹿
児
島
中
央
駅

桜島

ループ峡

スイッチバック
スイッチバック

日本三大車窓

鹿
児
島
本
線

100年の時を超えて、歴史的観点から
肥薩線の魅力を探る旅に
出かけてみませんか？

全
面
開
通
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
肥
薩
線
。
そ
の
沿
線
に
は
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
魅
力
が
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
嘉
例

川
駅
の
改
札
口
は
、
１
０
６
年
間

使
わ
れ
て
き
た
木
製
で
、
所
々
く

ぼ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
子
ど
も

た
ち
が
乗
っ
た
跡
。
長
い
年
月
を

か
け
、
少
し
ず
つ
擦
れ
て
で
き
た

く
ぼ
み
は
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
す
。
熊
本
県
人
吉
市
の

大お
こ
ば畑

駅
近
く
に
あ
る
ル
ー
プ
線
と

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
は
当
時
の
最
新

技
術
。
そ
れ
が
今
は
肥
薩
線
の
見

ど
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。

肥
薩
線
に
は
「
近
代
化
産
業
遺

産
」
に
指
定
さ
れ
た
貴
重
な
も
の

が
数
多
く
残
り
、
明
治
の
鉄
道
の

魅
力
を
随
所
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

６
年
前
、
私
は
肥
薩
線
を
取
材

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
と

き
見
た
景
色
は
今
も
変
わ
る
こ
と

な
く
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か

も
今
回
は
、
６
年
前
に
は
気
が
付

か
な
か
っ
た
１
０
０
年
の
歴
史
を

新
た
に
た
く
さ
ん
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
肥
薩
線
に
は
、
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
残
っ

て
お
り
、
肥
薩
線
の
旅
が
ま
す
ま

す
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
各
駅
が
き
れ
い
だ
っ
た
こ
と
。

花
が
飾
ら
れ
、
き
れ
い
に
清
掃
さ

れ
て
い
る
駅
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
地
域
の
か
た
が
駅
を
守
っ

て
い
る
証
拠
で
あ
り
、
こ
れ
も
肥

薩
線
の
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

嘉
例
川
、
横
川
、
そ
し
て
霧
島

温
泉
駅
な
ど
、
駅
を
守
り
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
地
域

の
か
た
の
思
い
は
、
肥
薩
線
の
１

０
０
年
の
歴
史
と
相
ま
っ
て
、
さ

ら
に
そ
の
魅
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
思
い
が
支
え
て
き
た
１
０

０
年
の
歴
史
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ

の
魅
力
を
守
り
、
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
肥
薩
線
の
旅
に
出
か
け
、
１

０
０
年
の
息
吹
と
地
域
の
か
た
の

思
い
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

SL人吉
熊本―人吉間を走るＳＬ人吉号。
黒煙を上げて走る姿は迫力満点。

いさぶろう・しんぺい

吉松―人吉間を走る人気の観
光列車「いさぶろう・しんぺい
号」。車内アナウンスで見どころ
を紹介してくれます。

鹿児島―吉松間を走
る人気の観光列車特
急「はやとの風」。漆黒
のボディはＳＬを思わ
せます。

はやとの風

肥薩線は、平成１９年に経済産業省の「近代化産業遺産群」に認定されました。

熊本県

宮崎県

鹿児島県

明治36年ごろに造られ
た表木山駅近くにあるレ
ンガ造りのトンネル。この
上を線路が通っています。
100年間昔と変わらない
姿で残るこのトンネルは、
当時の技術の高さを表し
ています。

嘉例川駅の改札口にでき
たくぼみは、長年、ここ
に多くの子どもが乗って
列車を待っていたことを
表しており、このくぼみか
らは100年の歴史を感じ
ます。

霧島温泉駅にある木材積み込み場。
霧島山から切り出された木材をここで
貨車に乗せて各地に運んでいました。

列
車
の
最
前
列
か
ら
は
、
こ
ん
な
光
景
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

渦巻状の白い棒は大隅横川駅のホーム
にある通票受器。以前は通過する際、運
転士が輪になった通票をこの受器に投
げ入れて通過を知らせていました。鉄道
の歴史を知る貴重な物です。

「
は
や
と
の
風
」
の
車
内
に
あ
る
展
望
席
。車
内
は
全

体
的
に
レ
ト
ロ
感
い
っ
ぱ
い
で
す
。

吉松駅構内に展示さ
れているＳＬの運転席。

吉松駅構内にある石造りの燃料庫、
開業当時のもの。

「はやとの風」には日付の入った記念
撮影用のプレートが乗っており、いつ
乗車したかが分かります。

真
まさき

幸駅の象徴「幸福の鐘」。この
鐘を鳴らすと幸せになるといわ
れています。

急勾
こう

配攻略のためのスイッチバック。左か
ら来た列車はバックして右のレールに進
み、また前進して一番奥のレールを走りま
す。このとき運転手は前進・バックをするた
めに前と後ろの運転席を往復。名物の光
景となっています。

矢岳から見える霧島連山とえびの市の景色。天気
の良い日には、遠くに桜島も見え、最高のビューポ
イント。「日本三大車窓」ともいわれています。

大畑駅の駅舎内にはたくさんの名
刺が。最初にだれが貼ったかわか
りませんが、名物となっています。

矢
岳
駅
は
肥
薩
線
で
最
も
標
高
の
高
い
と

こ
ろ
に
あ
る
駅
で
、
Ｓ
Ｌ
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

人吉駅前にあるからくり
時計。中から何が出てくる
か楽しみです。

人吉駅にある石造鉄道車庫。
現存するものはここだけで、と
ても貴重な遺産です。特に入り
口の３連アーチは、当時の石
工の技術が高かったことを物
語っています。

川内川
隼
人

肥
薩
線
開
通
１
０
０
周
年
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市
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と

し
て
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
と

市
民
の
皆
さ
ん
の
家
計
へ
の
一
助

と
な
る
よ
う
今
年
４
月
に
発
売
さ

れ
た
共
通
商
品
券
。
１
万
円
で
１

万
１
０
０
０
円
分
の
商
品
が
購
入

で
き
る
と
あ
っ
て
、
発
売
開
始
か

ら
１
週
間
で
完
売
し
ま
し
た
。

小学生日本一
栄光の金メダル獲得

トップアスリートが
バレーボール教室で指導

西郷塾で
明治維新を学ぶ
霧島市が所有する現代錦絵

「西南の役」53景の原画を使っ
た西郷隆盛に関する歴史の授業
が９月16日、西郷公園で開かれ
ました。講師は錦絵の製作者であ

る川野努さん（溝辺町麓在住）。西南の役にまつわるさまざまな出来事
を、錦絵を用いながら詳しく解説しました。塾生として参加したのは溝
辺地区のすべての小学校６年生98人。陵南小学校６年生の徳富貴文君
は「絵を使いながらの説明なのでわかりやすかった。西郷さんのことは
よく知らなかったけどとても勉強になりました」と話してくれました。

まちをきれいに
みんなでボランティア
福山町の西牧之原地区自治公民館

では、９月12日、朝7時から地区内
のあちこちで大勢の地域住民らが参
加して道路や公園などの清掃をしま
した。市では、毎年9月の第２土曜

日を「ふれあいボランティアの日」と定め、市民や事業者が一体となってま
ちの清掃活動に取り組む日としています。今年で3回目の参加となった西牧
之原地区自治公民館育成部では、牧之原中学校の1年生から3年生までの23
人と保護者らが牧之原近隣公園周辺のごみ拾い。育成会会長の山田成博さん
は「地域を掃除することはよいこと。来年も続けたい」と話してくれました。

元全日本バレーボール代表選手
でソウルオリンピックに出場した
杉山明美さんによるバレーボール
教室が９月11日、福山小学校で
開かれました。この教室はスポー

ツのすばらしさなどを伝え、子どもたちが主体的にスポーツに親しむ態
度や習慣を身につけることを目的として実施されたもので、全校児童
44人が参加。杉山さんはレシーブやトスの仕方などをわかりやすく教
えるとともに「いつもチャレンジしようという勇気を持てるかどうかが
大切」と自分の体験談を交えながらバレーボールの楽しさを伝えました。

高千穂小学校６年生で隼人ジュ
ニア陸上スポーツ少年団に所属す
る川田康

こう

輔
すけ

君（12歳）が、８月28日、
29日、横浜市の日産スタジアムで
あった全国小学生陸上競技交流大

会の100㍍の部で優勝しました。決勝での記録は11秒96で、大会記録と
はわずか100分の１秒差。小学生の全国大会は年に１回行われるこの大会
のみのため、小学生最後の年に、一生に一度しか獲得することのできな
い金メダルを手にしました。「走りには自信があります。練習は自分との
戦い、オリンピックを目標にがんばります」と川田君は話してくれました。

【第２弾】
プレミアム付商品券販売
大好評につき霧島市共通商品券の追加発売を決定、
今回はエコポイントとの交換もできてさらにお得

５万セット限定発売（総額５億5000万円）

霧 島 か わ ら 版
学
生
と
の
率
直
な
意
見
交
換
の

場
を
設
け
、
若
者
の
視
点
を
市
政

や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
、

「
大
学
生
等
と
市
長
と
語
イ
も
ん

そ
会
」
が
８
月
26
日
、
市
役
所
庁

議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
か
ら
、
３
人
ず
つ
12

人
が
参
加
し
、
普
段
生
活
す
る
中

で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
市
へ
の
要

望
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

第
一
工
業
大
学
４
年
生
で
学
園

祭
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
岩
倉

る
み
さ
ん
か
ら
は
「
大
学
か
ら
市

役
所
へ
向
か
う
道
路
の
雑
草
を
何

と
か
し
て
ほ
し
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

学
生
た
ち
の
手
で
草
取
り
を
し
て

も
良
い
で
し
ょ
う
か
」
と
の
要
望

と
質
問
が
あ
り
、南
副
市
長
が「
県

道
や
国
道
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理

す
る
機
関
が
異
な
り
ま
す
。
人
通

り
の
少
な
い
と
こ
ろ
は
特
に
草
が

伸
び
る
の
で
、
管
理
者
に
要
望
し

た
い
」と
回
答
。
前
田
市
長
は「
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
を
自
ら
の
手

で
美
し
く
す
る
こ
と
は
大
変
す
ば

ら
し
い
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
市
と
し
て
も
協
力
し
た

い
」
と
学
生
に
よ
る
自
主
的
な
貢

CIVIC NEWS

若
者
が
望
む
、安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

12
人
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
雇
用
、
環
境
対
策
な
ど
を
要
望

◦�

発
売
場
所
＝
霧
島
商
工
会
議
所
、

霧
島
市
商
工
会
（
各
支
所
）
ほ

か
◦�

商
品
券
の
内
容
＝
１
万
１
０
０

０
円
分
（
１
０
０
０
円
券
×
11

枚
）
を
１
万
円
で
販
売

◦�

利
用
店
＝
霧
島
商
工
会
議
所
・

霧
島
市
商
工
会
加
盟
店
の
う
ち

の
商
品
券
取
扱
店

※�

グ
リ
ー
ン
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

１
万
点
が
１
万
１
０
０
０
円
分

大
学
生
等
と
市
長
と
語（
か
た
）イ
も
ん
そ
会

の
商
品
券
に
交
換
で
き
ま
す
。

※�

取
扱
店
は
、
の
ぼ
り
旗
と
ス

テ
ッ
カ
ー
が
目
印
で
す
。

※�
第
１
弾
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
は
、
有
効
期
限
が
10
月
21
日

（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商
工
会

議
所
☎（
45
）０
３
１
３
、
霧
島

市
商
工
会
☎（
42
）２
１
２
８

今
回
は
そ
の
第
２
弾
と
し
て
、

新
た
に
グ
リ
ー
ン
家
電
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
を
商
品
券
と
交
換
で
き
る
よ

う
に
し
、
限
定
５
万
セ
ッ
ト
（
総

額
５
億
５
０
０
０
万
円
）
を
発
売

し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
商
品

券
を
購
入
し
て
、
地
元
の
お
店
で

お
得
な
お
買
い
物
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

◦�

発
売
開
始
＝
11
月
２
日
（
月
）

献
活
動
を
た
た
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
待
機
児
童
対
策
と

保
育
士
な
ど
の
働
く
場
の
確
保
や

市
街
地
と
郊
外
を
結
ぶ
交
通
手
段

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
、

不
審
者
対
策
な
ど
子
ど
も
や
学
生

日ごろ感じていることを率直に述べる学生たち

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
熱
心
な
討
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
語
イ
も
ん
そ
会
に
参
加
し

た
学
生
の
う
ち
半
数
の
６
人
は
市

外
の
出
身
者
で
し
た
が
、
市
へ
の

大
き
な
期
待
と
、
市
民
と
し
て
自

分
た
ち
の
地
域
を
住
み
や
す
い
ま

ち
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

取
扱
店
目
印
の
の
ぼ
り
旗

第２弾プレミアム付
商品券
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国
分
南
中
学
校
は
昭
和
22
年
に

創
立
さ
れ
、
現
在
６
２
５
人
（
男

子
３
２
６
人
、
女
子
２
９
９
人
）

が
学
ん
で
い
ま
す
。
校
区
が
広
く
、

約
６
割
の
生
徒
が
自
転
車
で
通
学

し
て
い
ま
す
。

同
校
の
特
徴
に
学
級
旗
の
作
成

が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
全
員
で
目

指
す
ク
ラ
ス
像
を
思
い
描
き
、
協

力
し
て
旗
を
作
成
す
る
こ
と
で
団

結
力
を
高
め
、
仲
間
意
識
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

体
育
大
会
で
は
全
ク
ラ
ス
が
学
級

旗
を
掲
げ
、
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

上
野
原
縄
文
遺
跡

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

も
う
一
つ
大
き
な
特
徴
と
し
て

校
区
内
に
あ
る
上
野
原
縄
文
遺
跡

で
、
夏
休
み
期
間
中
に
生
徒
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
客
さ
ま
を
案
内

す
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。
平
成
11

年
度
か
ら
郷
土
教
育
の
一
環
と
し

て
、
３
年
生
の
選
択
授
業
（
社
会

科
）
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
社
会
科
を
選
択
し
た
58

人
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
10
日
間

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
、
ガ
イ
ド

や
体
験
館
で
の
補
助
活
動
を
し
ま

し
た
。
生
徒
一
人
に
つ
き
一
日
だ

け
の
実
践
で
す
が
、
こ
の
日
の
た

め
に
１
学
期
間
か
け
て
遺
跡
に
関

す
る
学
習
を
重
ね
る
そ
う
で
す
。

江え

平ひ
ら

俊
一
校
長
は
「
最
初
は
不

安
な
様
子
を
見
せ
る
生
徒
も
、
ガ

イ
ド
を
終
え
る
と
自
信
に
あ
ふ
れ

た
顔
に
変
身
し
ま
す
。
こ
の
『
変

容
』
が
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
得

る
大
き
な
成
果
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
地
域
に

目
を
向
け
、
伝
え
る
と
い
う
活
動

を
経
験
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
を
誇
り
に
思
う
心
を
持
ち

続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

地域に根ざした活動「ボランティアガイド」
地元の遺跡「上野原縄文遺跡」を私たちが案内しました

ボランティアガイドを務めた３年生

ボランティアガイドをする前はお客さまにうまく説明
できるか、私たちのガイドを必要としてもらえるかなどと
ても緊張しましたが、終わってみると相手の立場になっ
て考えたり、積極的に人に声をかけたりできるようにな
りました。とてもいい経験になりました。また上野原
縄文遺跡のことを勉強してみて、逆に知らないことが
多かったことに驚きました。この活動のおかげで、私
たちの地域にそんな遺跡があることを誇りに思うし、い
つでも家族や友人を案内してあげられると思います。

◎
国
分
南
中
学
校
３
年

花
田　

玲れ
奈な
さ
ん

国分南中学校
郷土教育

【
海
底
八
幡
宮
】
笙
野
頼
子
、【
引
き

出
し
の
中
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
】
新
堂
冬

樹
、【
図
地
反
転
】
曽
根
圭
介
、【
新

参
者
】
東
野
圭
吾
、【
ヘ
ヴ
ン
】
川

上
未
映
子
、【
逍
遥
の
季
節
】
乙
川

優
三
郎
、【
小
さ
い
と
き
に
置
い
て
き

た
も
の
】
黒
柳
徹
子
、【
海
峡
の
南
】

伊
藤
た
か
み
、【
フ
リ
ー
タ
ー
家
を

買
う
】
有
川　
浩
、【
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
】

堂
場
瞬
一、【
占
い
屋
重
四
郎
江
戸
手

控
え
】
池
永　

陽
、【
殺
気
！
】
雫

井
脩
介
、【
ハ
ン
グ
】
誉
田
哲
也
、【
甘

辛
上
海
３
】
高
樹
の
ぶ
子
、【
木
版

画
手
習
帖
】
宇
田
川
新
聞
、【
旬
の

野
菜
の
栄
養
事
典　

春
夏
秋
冬
お

い
し
い
ク
ス
リ
】
吉
田
企
世
子
、【
か

ら
だ
に
や
さ
し
い「
干
す
」「
漬
け
る
」

だ
け
の
自
家
製
レ
シ
ピ
】
福
田
潤
子
、

【
日
本
の
食
材
帖
】
主
婦
と
生
活
社
、

【
須
賀
敦
子
が
歩
い
た
道
】
須
賀
敦

子
・
松
山　

巖
、【
太
宰
治
と
旅
す

る
津
軽
】太
宰　
治・小
松
健
一、【
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
バ
ー
ス
デ
イ
】
ヘ

レ
ン
・
ク
レ
イ
グ
、【
つ
る
ば
ら
村
の

大
工
さ
ん
】
茂
市
久
美
子
、【
父
さ

ん
と
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
？
】
ジ
ャ
ッ

ク
・
キ
ャ
ン
ト
ス
、【
ま
め
う
し
く
ん

と
も
の
ま
ね
～
】
あ
き
や
ま
た
だ
し
、

【
気
が
つ
け
ば
カ
ラ
ス
】
き
む
ら
ゆ

う
い
ち
、【
み
み
か
き
め
い
じ
ん
】
か

が
く
い
ひ
ろ
し
、【
な
す
の
与
太
郎
】

川
端　
誠
、【
旅
の
絵
本
７　
中
国
編
】

安
野
光
雅
、【
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

ム
ズ
に
は
負
け
な
い
】
ピ
ー
ト
・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
、【
せ
ん
ろ
は
つ
づ
く　

ま

だ
つ
づ
く
】
鈴
木
ま
も
る
、【
お
か
の

う
え
の
ギ
リ
ス
】
マ
ン
ロ
ー
・
リ
ー
フ

（
霧
島
市
立
図
書
館
）

流星さがし
柴田よしき 著
新米弁護士・成瀬歌義は、京
都の人権派弁護士の事務所
から、東京の大手法律事務所
に移籍してきた。ところが、勝手
の違うことばかりで熱意は空回
り。しかも、持ち込まれる相談も、
一風変わったものばかりで…。

あした咲く蕾
つぼみ

朱川湊人 著
美人だけど性格が悪いぼくのお
ばさん。でも彼女は、正真正銘
の天使だった。なぜなら、自分の
命を分け与えることができたから
…。表題作を含む全７編を収録。

１０ぴきのかえるの
おつきみ
仲川道子 絵
待ちに待ったお月見の日。ひょう
たんぬまに住んでいる10ぴきの
かえるたちは、すすき野原にすす
きとりに出かける。ところが、帰り
道、おひるね中のへびをふんでし
まい…。

カモシカとしょかん
水上悦子 絵
図書館の10周年のお祝いに
集まる子どもたちを見た、ニホン
カモシカのカーモくん。自分もお
祝いしようと、図書館のなかに
入っていきますが…。日本一小さ
な自治体・舟橋村で、実際に
起きた出来事を元にした絵本。

秋
風
が
図
書
館
へ
と
い
ざ
な
う
。

今
月
の
新
刊
。

2009「読書週間」
10月27日（火）〜11月９日（月）

思わず夢中に
なりました。

　終戦の２年後の昭和22年、ま
だ戦争の傷あとが日本中のあちこ
ちに残っているとき。「読書の力に
よって、平和な文化国家を創ろう」
と、出版社・取次会社・書店と図書
館が力をあわせ、そして新聞や放
送のマスコミも一緒になり、第１回
「読書週間」が行われました。
　それから60年が過ぎ、「読書週
間」は日本中に広がり、日本は世界
の中でも特に「本を読む国民の国」
となりました。
　今年の「読書週間」が、皆さんの
一人一人の読書への関心と、本を読
む習慣が多くの皆さんに広がること
を願っています。

標 

語
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slow
 food &

 national park

・�日時＝10月25日（日）午前９時～午後２時※雨天決行
・�場所＝須木総合ふるさとセンター駐車場（小林市須木

大字中原１７４１︲１）
◎問い合わせ先
　小林市須木庁舎地域振興課　☎０９８４（48）３１１１

2010年大河ドラマ
「龍馬伝」放映決定

◎今月号から環霧島会議構成市町のイベントなどをご紹介します。

カ
ボ
チ
ャ
は
食
用
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

10
月
に
行
わ
れ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
と
し

て
も
使
わ
れ
る
野
菜
。
一
般
的
に
夏
か
ら
初

秋
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
ま
す
が
、
長
期
保
存

が
利
く
た
め
、
昔
は
野
菜
が
少
な
く
な
る
冬

に
食
べ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

国
分
木
原
の
濵
田
康
男
さ
ん
は
農
業
歴
40

年
。
カ
ボ
チ
ャ
の
ほ
か
に
10
種
類
以
上
の
野

菜
や
お
茶
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
カ
ボ

チ
ャ
は
８
月
上
旬
に
種
を
ま
き
、
収
穫
す
る

ま
で
に
カ
ボ
チ
ャ
の
形
や
表
面
を
き
れ
い 

に
保
つ
た
め
、
専
用
の
ト
レ
ー
を
敷
い
た 

り
、
新
聞
紙
で
包
ん
だ
り
と
手
間
暇
を
か
け

ま
す
。
そ
し
て
、
10
月
中
旬
か
ら
11
月
初
旬

に
収
穫
し
た
も
の
を
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
国

分
の
物
産
館
「
じ
ょ
う
も
ん
市
場
」
に
出
荷

し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
消
費
者
の
傾
向
に
合
わ
せ

て
小
さ
め
の
カ
ボ
チ
ャ
や
、
予
約
を
受
け
付

け
て
字
が
彫
ら
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
を
作
る
な
ど

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
よ
う
工
夫
を

こ
ら
す
濵
田
さ
ん
。「
お
客
さ
ん
に
満
足
し

て
も
ら
う
に
は
信
用
が
大
事
。
質
の
い
い
野

菜
を
作
り
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

食
欲
の
秋
。
食
卓
に
ほ
く
ほ
く
し
た
カ
ボ

チ
ャ
は
い
か
が
で
す
か
。

緑黄色野菜の代表。黄色い色はカロテン。粘膜
を丈夫にしカゼ予防になるほか、抗酸化作用
で免疫機能を高めます。ビタミン類、たんぱく
質やミネラルなどさまざまな栄養素も多く含ま
れバランスがよい。

濵
田
康
男
さ
ん（
58
）

◎
国
分
木
原
在
住

〈材　料〉	 	カボチャ（中）半分、牛乳大さじ１、塩・
コショウ少々、パン粉、小麦粉、卵、
黒ゴマ、油

〈作り方〉		①	カボチャの皮をむき３㌢角くらいに
切り、電子レンジで約５分加熱し、
しばらく置く。（余熱で蒸らす）

	 ②	少し食感が残る程度につぶし、塩・
コショウと牛乳を加え混ぜる。

	 ③	②を丸めて小麦粉、卵、黒ゴマ入
りパン粉をつけて中火で２～３分
揚げる。

※	とんかつソースやトマトソース、タルタルソース
などでどうぞ。
※	コロッケの中にブロッコリーやチーズなどを入
れてもよい。

ピシレ カボチャ

栄養たっぷり
カボチャコロッケ

※�

今
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
探
検
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
連
絡
推
進
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島

市
、曽
於
市
、湧
水
町
と
宮
崎
県
の
都
城
市
、小
林
市
、え
び
の
市
、高
原
町
の
５
市
２
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
霧
島
山
の
生
い
立
ち
①
】

霧
島
山
を
取
り
巻
く
鹿
児
島
・

宮
崎
両
県
の
５
市
２
町
を
中
心
に

構
成
す
る
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

連
絡
協
議
会
は
、
来
年
度
の
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
月
か
ら
霧
島
山

の
歴
史
や
魅
力
を
紹
介
。
な
お
、

「
霧
島
山
の
生
い
立
ち
」
は
２
回

に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
地
質
学
的
に

重
要
で
貴
重
、
ま
た
美
し
い
地
球

活
動
の
遺
産
が
多
数
存
在
す
る
自

然
公
園
で
す
。

霧
島
火
山
群
の
歴
史
は
？

霧
島
火
山
群
は
加か

久く

藤と
う

カ
ル
デ

ラ
の
南
端
に
位
置
し
た
20
余
り
の

火
山
の
集
ま
り
で
す
。
そ
の
活
動

の
歴
史
は
永
く
、
30
万
年
以
上
も

前
か
ら
現
在
に
い
た
る
悠
久
の
時

の
中
で
、
現
在
の
秀

し
ゅ
う

麗れ
い

な
山
に
な

り
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

栗野岳などの古い火
山を土台として、白

しら

鳥
とり

山
やま

、大
おお

浪
なみの

池
いけ

、夷
ひな

守
もり

岳
だけ

などの火山が活
動を始めました。

10万年前～３万年前

韓国岳が大きな噴火
をして現在の山体を
つくりました。南東
部では古

こ

高
たか

千
ち

穂
ほ

（高
千穂の基礎部分）が
活動を始めました。

１万８千年前～７千年前

飯
いい

盛
もり

山
やま

、甑
こしき

岳
だけ

や韓
から

国
くに

岳
だけ

などの火山が活動
を始めました。

３万年前～１万８千年前

小林市

すき山びこ市
�須木地区の特産品など、宮崎県内から多数の出店が
集まります。アコースティックライブ、抽選会など
楽しい催しがいっぱいです。

入場無料

EVENTS環 霧 情 報

都城市

◎問い合わせ先
�　島津発祥まつり実行委員会　☎０９８6（51）５５０１

島津発祥まつり
島津氏にまつわる歴史や文化に触れてみませんか。

［維新の風～明道館
パレード～］
・�日時＝11月７日（土）

午後３時から
　※雨天時は８日（日）
・�場所＝旭

ひの

丘
お

神社（都
城市役所西側）スター
ト

［都城島津花火］
・�日時＝11月７日（土）

午後７時から
　※雨天時は８日（日） 
・�場所＝都城歴史資

料館イベント広場
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昭和11年、牧園町生まれ。小学校2年生から4年生ま
でを満州（中国東北地方）で過ごす。終戦の翌年昭和
21年9月に帰国。現在は市身体障害者協会連合会会
長のほか市社会福祉協議会理事、環霧島アマチュア
無線連絡協議会会長などを務める。73歳。

山
岳
救
助
に
力
を
発
揮

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
人
助
け
に
生
か
す

THE SCENE

霧島に生きる

９
月
６
日
、霧
島
山
で
の
山
岳
救
助
訓
練
。「
Ｃ

Ｑ
Ｃ
Ｑ
ハ
ロ
ー
Ｃ
Ｑ
、
こ
ち
ら
は
Ｊ
Ｇ
６
Ｙ
Ｃ
Ｐ
、

山
岳
救
助
指
揮
本
部
で
す
」
と
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

で
交
信
す
る
牧
園
町
高
千
穂
地
区
の
黒
江
明
さ
ん
。

９
月
１
日
、
市
消
防
団
牧
園
方
面
隊
に
機
能
別

消
防
団
員
と
呼
ば
れ
る
県
内
初
の
「
通
信
班
」
が

発
足
。
山
岳
救
助
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
力
を

発
揮
し
ま
す
。
救
助
要
請
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
に

は
、
消
防
局
、
消
防
団
牧
園
方
面
隊
長
、
通
信
班

長
、
団
員
の
順
で
伝
達
さ
れ
ま
す
。
機
能
別
消
防

団
は
通
常
の
団
員
と
は
違
い
、
必
要
な
と
き
に
出

動
す
る
団
員
の
こ
と
。
通
信
班
の
団
員
は
趣
味
で

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
楽
し
む
30
代
か
ら
70
代
の
牧

園
地
区
出
身
の
８
人
。
職
業
は
農
業
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
市
役
所
職
員
や
市
議
会
議
員
な
ど
さ
ま

ざ
ま
。
彼
ら
は
日
本
赤
十
字
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
奉

仕
団
牧
園
班
に
も
所
属
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
龍
馬

ハ
ネ
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
や
山
岳
救
助
の
手
伝
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
通
信
班
の
班
長
が
黒
江
さ

ん
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ

小
学
校
２
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
を
満
州
で
過

ご
し
た
黒
江
さ
ん
は
、
昭
和
21
年
７
月
、
10
歳
の

と
き
に
爆
弾
の
雷
管
が
爆
発
し
て
、
右
手
と
右
目

の
視
力
を
失
い
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
た
昭
和
30
年
ご
ろ
は
就
職
難
の

時
代
。「
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
ほ
う
が
い
い
」

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
神
奈
川
県
の
身
体

障
害
者
公
共
職
業
補
導
所
で
１
年
間
経
理
を
猛

勉
強
し
ま
し
た
。
こ
の
補
導
所
で
の
経
験
が
黒
江

さ
ん
の
人
生
を
大
き
く
変
え
ま
す
。「
高
校
生
ま

で
引
っ
込
み
思
案
で
し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
ハ
ン

デ
ィ
を
持
つ
み
ん
な
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
何
で
も
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
性
格
に
な
り
ま
し
た
。
障
害
者
で
も

残
存
能
力
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

何
で
も
で
き
ま
す
」
と
自
信
に
満
ち
た
表
情
。

昭
和
35
年
に
は
牧
園
の
ゴ
ル
フ
場
に
就
職
。
こ

こ
で
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
す
。
左
手
だ
け
と
い
う
ハ

ン
デ
ィ
を
練
習
量
で
カ
バ
ー
、
多
く
の
大
会
で
優

勝
す
る
ほ
ど
の
腕
前
に
な
り
ま
し
た
。

緊
急
事
態
に
備
え
る

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
お
世
話
に
な
っ
た
と
言

う
黒
江
さ
ん
は
、
市
身
体
障
害
者
協
会
連
合
会
会

長
や
民
生
・
児
童
委
員
な
ど
を
務
め
、
今
回
消
防

団
に
も
入
団
し
ま
し
た
。

「
霧
島
山
は
携
帯
電
話
も
警
察
や
消
防
の
無
線

も
通
じ
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
通
信
班

の
力
が
山
岳
救
助
や
行
方
不
明
捜
索
に
生
か
さ
れ

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。
去
年
の
４
月
に
は
宮

崎
県
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
愛
好
者
と
環
霧
島
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
連
絡
協
議
会
を
設
立
。
10
月
末
に
は

山
岳
救
助
の
通
信
訓
練
も
計
画
、
緊
急
の
事
態
に

備
え
ま
す
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

黒江 明さん

Profile
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tempura car

霧
島
市
の
河
川
な
ど
の
水
質
を

悪
く
す
る
一
番
の
原
因
は
何
か
ご

存
知
で
す
か
。
平
成
20
年
度
に
調

査
し
た
「
発
生
源
別
Ｂ
Ｏ
Ｄ
排
出

汚
濁
負
荷
量
の
割
合
」
を
見
る

と
全
体
の
53
・
４
㌫
が
生
活
系
、

24
・
７
㌫
が
事
業
場
系
、
11
・
９

㌫
が
畜
産
系
、10
㌫
が
農
林
系
で
、

半
分
以
上
が
私
た
ち
の
出
す
生
活

系
の
汚
水
な
の
で
す
。

汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
は
た

く
さ
ん
の
水
が
必
要
で
す
。
た
と

え
ば
２
０
０
㍉
㍑
の
使
用
済
み
天

ぷ
ら
油
（
以
下
「
廃
食
用
油
」）

を
魚
が
す
め
る
く
ら
い
の
環
境
に

す
る
た
め
に
は
、
３
０
０
㍑
の
浴よ

く

槽そ
う

２
０
０
杯
分
の
水
を
必
要
と
し

ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ら
の
汚
水
が

直
接
川
に
流
れ
出
す
の
を
防
ぐ
た

め
に
下
水
道
を
整
備
し
た
り
、
合

併
浄
化
槽
な
ど
の
設
置
を
推
進
し

た
り
し
て
水
質
改
善
に
取
り
組
ん

ン
ク
に
廃
食
用
油
を
入
れ
、
そ
れ

を
収
集
車
が
隼
人
町
住
吉
の
天
降

川
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
運
び

ま
す
。
集
め
ら
れ
た
廃
食
用
油

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
「
植
物
性
廃
食
用
リ
サ
イ
ク
ル

装
置
」（
以
下
プ
ラ
ン
ト
）
で
軽

油
の
代
替
燃
料
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
ト
の
一
日
の
精
製

能
力
は
約
８
０
０
０
㍑
。
で
き
た

燃
料
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
軽
油
と
比
べ
黒
煙
は

30
㌫
少
な
く
、
硫
黄
酸
化
物
の
排

出
量
は
ゼ
ロ
に
等
し
く
軽
油
と
同

等
の
走
行
性
能
を
維
持
し
ま
す
。

天
降
川
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
燃
料
を
13
台
の
ゴ
ミ
収

集
車
な
ど
に
給
油
し
て
い
ま
す
。

給
油
す
る
際
は
、
市
へ
１
㍑
当
た

り
80
円
（
昨
年
度
は
約
２
２
３
万

円
）
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

地
球
に
優
し
い
取
り
組
み

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
成
長

し
た
植
物
で
作
っ
た
油
を
も
う
一

度
燃
料
に
し
て
使
っ
て
も
、
同
じ

二
酸
化
炭
素
の
量
だ
け
し
か
排
出

し
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
と
い
い
ま
す
。
ま
さ
に
廃
食

用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
そ
れ
に
当

た
り
、
水
質
保
全
だ
け
で
は
な
く

二
酸
化
炭
素
削
減
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
は
も
ち
ろ
ん
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
取
り
組
み

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
も
私
た
ち
霧
島
市
の
活
動

は
地
球
に
優
し
い
取
り
組
み
と
言

え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

廃食用油からディーゼルエンジ
ンに使われる軽油の代替燃料
を作る「植物性廃食用リサイク
ル装置」

リサイクル燃料は13台の収集車などに給油されます。

河上献
け ん

進
し

さん（28歳）

天
ぷ
ら
カ
ー
が
走
る

処理対象人員 合併処理浄化槽 高度処理型合併浄化槽
5人槽 332,000 円 444,000 円
7人槽 414,000 円 486,000 円
10人槽 548,000 円 576,000 円

■�対象となるのは、公共下水道事業計画認可区域を除く霧島市全域で、貸家・
アパート・別荘管理者または店舗など以外の、専用住宅に処理対象人員 10
人槽以下の合併処理浄化槽を設置する者で市内に居住する者。

■高度処理型とは、窒素またはリンを除去できる合併浄化槽のことです。

◎問い合わせ先＝�環境衛生課環境保全グループ�☎（64）0950、各総合支所市
民福祉課

合併処理浄化槽設置に対する補助金額

　
食用油をリサイクル
した代替燃料を入れ

た収集車に乗っています
が、ほかの車と変わりませ
ん。かえって、「この車の
排気ガスはいいにおいがし
ますね」と市民のかたに語
りかけられます。そんな時
は代替燃料のことや廃食用
油以外の資源ごみの話しを
します。収集車が啓発に一
役買っているのです。代替
燃料は限りある地球の資源である
石油の使用を少なくでき、CO2（二
酸化炭素）の削減になります。今
後は、車両の燃料として使う以外
にも用途が広がるといいなと思い
ます。

天降川リサイクルセンター内に
はガソリンスタンドと同じように
軽油と代替燃料を給油する装
置があります。

で
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
下
水

道
と
合
併
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
化

率
は
、
63
・
23
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
。

て
ん
ぷ
ら
油
回
収

皆
さ
ん
は
廃
食
用
油
を
再
利
用

す
る
た
め
に
資
源
と
し
て
出
し
て

い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
凝
固
剤
で

固
め
た
り
、
新
聞
紙
な
ど
の
紙
に

吸
わ
せ
た
り
し
て
捨
て
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

平
成
20
年
度
に
資
源
と
し
て
出

さ
れ
た
廃
食
用
油
の
量
は
、
約
39

㌧
で
し
た
。
廃
食
用
油
の
回
収
が

始
ま
っ
た
の
は
国
分
、
霧
島
、
隼

人
、
福
山
が
平
成
13
年
４
月
、
溝

辺
が
平
成
19
年
10
月
、
そ
し
て
牧

園
と
横
川
は
今
年
４
月
か
ら
で
す
。

回
収
方
法
は
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
る
回
収
用
の
ポ
リ
タ

I N T E R V I E W

●❻
Ｃ
Ｏ
削
減
に
つ
な
が
る
廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

廃

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
Ｃ
Ｏ
の
削
減

道を歩いていると時々天ぷらを揚げているような
においがしたことはありませんか。
その正体は、皆さんが出す廃食用油。
その油がリサイクルされて新しい燃料へと生まれ変わり
ごみの収集車に使われているのです。

国分隼人衛生公社資源係
主任

２

２
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i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

第
６
回
霧
島
美
術
展

今
回
は
テ
ー
マ
部
門
を
環
霧
島

の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
題
材
と

し
、
市
内
外
か
ら
３
０
５
点
の
応

募
が
あ
り
、
特
別
賞
46
点
、
入
選

97
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。［
以
下
、

写
真
掲
載
の
き
り
し
ま
大
賞
を
除

く
上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）］

【
自
由
部
門
】
特
別
賞

◦�

霧
島
市
在
住
＝
吉
元
か
つ
こ
、

星
原
一
男
、
シ
ン
デ
ィ
ー
・
マ

ク
レ
ー
ン
、
鎌
田
高
明
、
鵜
木

ひ
ろ
子
、
横
手
次
郎
、
竹
原
美

智
子

◦�

曽
於
市
在
住
＝
松
薗
守
男
、
小

迫
妙
子

◦�

鹿
児
島
市
在
住
＝
豊
大
輔
、
園

田
道
子

◦�

指
宿
市
在
住
＝
海
江
田
宏

◦�

東
串
良
町
在
住
＝
藤
元
美
保
子

【
テ
ー
マ
部
門
】
特
別
賞

◦�

霧
島
市
在
住
＝
原
田
尚
輝
、
山

元
い
づ
み
、
園
田
秀
光
、
野
間

み
つ
、
久
德
ノ
ブ
子
、
彌
勒
節

子
、
上
別
府
さ
ゑ
、
後
藤
ス
ミ

子
、
満
留
久
子

◦�

曽
於
市
在
住
＝
黒
木
信
明
、
鮫

島
静
子
、
松
薗
守
男

◦�

鹿
児
島
市
在
住
＝
鮫
島
康
代

き
り
し
ま
大
賞
受
賞
作
品	

A rt exhibition ◎霧島美術展 H ealth ◎健康情報

お
子
さ
ん
の
お
口
か
ら

む
し
歯
を
無
く
そ
う

鹿
児
島
県
で
は
１
歳
６
か
月
の

お
子
さ
ん
１
０
０
人
中
４
・
６
人

が
む
し
歯
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
数
字
は
な
ん
と
、
全
国
ワ
ー
ス

ト
３
位
の
数
字
で
す
。
お
子
さ
ん

の
口
に
む
し
歯
菌
が
住
み
着
く
の

は
１
歳
７
か
月
ご
ろ
と
い
わ
れ
て

い
る
中
で
、
こ
の
数
字
は
大
き
な

も
の
で
す
。
こ
の
状
況
を
改
善
し

て
い
く
に
は
、
妊
娠
期
か
ら
の
む

し
歯
予
防
、
そ
し
て
、
生
ま
れ
て

か
ら
す
ぐ
の
む
し
歯
予
防
が
大
切

で
す
。

●
家
族
み
ん
な
で
む
し
歯
予
防

◦�

乳
歯
は
胎
児
の
時
に
で
き
て
い

ま
す
。
妊
娠
中
の
栄
養
管
理
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
に
お
菓

子
や
甘
い
飲
み
物
を
あ
げ
な
い

努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

母
乳
や
ミ
ル
ク
以
外
の
も
の
を

食
べ
始
め
た
ら
、
仕
上
げ
磨
き

を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

離
乳
期
の
間
食
は
食
事
を
補
う

も
の
で
す
。
お
菓
子
よ
り
も
食

事
や
果
物
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◦�

哺
乳
瓶
や
赤
ち
ゃ
ん
用
マ
グ

カ
ッ
プ
で
好
き
な
だ
け
あ
げ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

初
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
毎
年
流

行
す
る
感
染
症
で
あ
り
、
症
状
と

し
て
は
突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
関

節
・
筋
肉
痛
な
ど
で
、
の
ど
の
痛

み
や
咳せ

き

、
鼻
水
な
ど
も
み
ら
れ
ま

す
。
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合

併
し
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の

も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
基

本
は
、
流
行
前
に
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
市
で
は

65
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
接
種
期
間

◦�

10
月
１
日
～
12
月
28
日

●
接
種
機
関

◦�

市
内
の
委
託
医
療
機
関

●
注
意
点

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

基
本
的
に
本
人
が
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
の
み
接
種
を
行
い
ま
す
。

麻ま

痺ひ

な
ど
に
よ
り
同
意
書
に
署
名

で
き
な
い
場
合
や
、
認
知
症
の
症

状
が
あ
っ
て
正
確
な
意
思
の
確
認

が
難
し
い
場
合
な
ど
に
は
、
慎
重

に
本
人
の
接
種
意
思
の
確
認
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
最
終
的

に
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
接
種

は
で
き
ま
せ
ん
）

予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
、
再

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
再

発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
健

康
増
進
課
か
各
保
健
セ
ン
タ
ー

（
溝
辺
・
福
山
地
区
は
市
民
福
祉

課
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

税
な
ど
の
課
税
免
除
・

減
免
に
つ
い
て

災
害
で
損
害
を
受
け
た
り
、
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
な
ど
の
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
事
情
が
発

生
し
た
日
以
後
に
納
期
限
の
到
来

す
る
税
金
な
ど
の
減
免
や
、
課
税

免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
】

①�

災
害
の
減
免
は
、
災
害
に
よ
り

受
け
た
損
害
の
額
（
補
て
ん
金

を
差
し
引
い
た
額
）
が
住
宅
ま

た
は
家
財
の
価
格
の
10
分
の
３

以
上
で
、
前
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
の

か
た

②�

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
保

護
を
受
け
て
い
る
か
た

③�

廃
業
ま
た
は
疾
病
な
ど
に
よ
り

当
該
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
の
10

分
の
５
以
下
に
減
少
す
る
と
認

め
ら
れ
る
か
た
で
、
前
年
中
の

合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円

以
下
（
国
民
健
康
保
険
税
は
今

年
に
限
り
合
計
所
得
金
額
の
制

限
な
し
）
の
か
た

【
介
護
保
険
料
】

①�

災
害
の
減
免
は
、
災
害
に
よ
り

受
け
た
損
害
の
額
（
補
て
ん
金

を
差
し
引
い
た
額
）
が
住
宅
ま

た
は
家
財
の
価
格
の
10
分
の
３

以
上
で
、
前
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
の

か
た

②�

廃
業
ま
た
は
疾
病
な
ど
に
よ
り
、

当
該
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
の
10

分
の
５
以
下
に
減
少
す
る
と
認

め
ら
れ
る
か
た
で
、
前
年
中
の

合
計
所
得
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
の
か
た

【
固
定
資
産
税
】

①�

自
治
会
の
公
民
館
や
運
動
場
、

公
園
な
ど
で
、
直
接
そ
の
目
的

の
た
め
に
使
用
す
る
固
定
資
産

（
そ
の
敷
地
を
含
み
有
料
使
用

分
を
除
く
）

②�

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
扶

助
を
受
け
て
い
る
か
た

③�

②
と
同
程
度
の
収
入
額
と
認
め

ら
れ
る
か
た

④�

一
定
規
模
以
上
の
災
害
（
全
壊
、

半
壊
、
床
下
浸
水
な
ど
）
に
よ

り
そ
の
固
定
資
産
に
損
害
を
受

け
た
か
た

◦�

必
要
な
手
続
き
＝
申
請
書
、
理

由
を
証
明
す
る
書
類
（
生
活
保

護
受
給
証
明
書
、
罹り

災
証
明
書

な
ど
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

提
出
期
限
＝
事
由
発
生
後
、
速

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

が
な
け
れ
ば
次
回
納
期
分
か
ら

の
適
用
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

納
付
済
み
の
期
に
つ
い
て
は
減

免
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。（
災

害
減
免
は
除
く
）

※�

災
害
に
つ
い
て
は
災
害
を
受
け

た
日
か
ら
60
日
以
内

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
☎

（
64
）０
９
０
２
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
税
務
グ
ル
ー
プ

T ax ◎税務対策

◎自由部門	 ●きりしま大賞：西留利義さん（曽於市）
	 　「祭りの日Ⅰ（マツリノヒワン）」50S号油絵

◎テーマ部門	●きりしま大賞：境良子さん（宮崎県高原町）
	 　「御鉢（オハチ）」F８号油絵

［㈳霧島青年会議所内］

を

ほか多数のイベント

※イベント当日のお手伝いができるかたを募集しています。（8：00〜17：00）
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K irishima Information

・���

11
月
18
日（
水
）【
午
前
】
溝
辺

地
区
小
・
中
学
校
【
午
後
】
隼

人
地
区
小
・
中
学
校
、
舞
鶴
中
、

国
分
小
、
国
分
南
中

・��

11
月
19
日（
木
）【
午
前
】
横
川

地
区
小
・
中
学
校
、
川
原
小
、

国
分
北
小
、
隼
人
中
【
午
後
】

霧
島
・
牧
園
地
区
小
・
中
学
校

◦�

場
所
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

※�

期
日
、
参
加
校
を
確
認
し
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。〈
入
場
無
料
〉

※�

午
前
・
午
後
と
も
に
ゲ
ス
ト
プ

ロ
に
よ
る
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校
教
育
課

☎（
42
）１
１
１
６

国
分
郷
土
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
展

国
分
郷
土
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
市
内
の

郷
土
館
が
保
管
す
る
火
縄
銃
を
展

示
し
ま
す
。

◦�

期
間
＝
10
月
10
日（
土
）～
12
月

27
日（
日
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

文
化
財
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１

１
９

森
の
ま
つ
り

姶
良
地
区
の
林
業
・
木
材
関
係

者
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

<

参
加
無
料>

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
上

野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
☎（
45
）

３
５
１
１相　

談

経
営
支
援
相
談

経
営
や
金
融
・
税
務
・
労
務
な

ど
経
営
指
導
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。〈
相
談
無
料･

秘
密
厳
守
〉

◦�

日
時
＝
10
月
17
日（
土
）午
後
１

時
～
５
時

◦�

場
所
＝
商
工
会
牧
園
支
所

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
の
小
規
模
事

業
者

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
商
工

会
牧
園
支
所
☎（
76
）０
１
５
０

法
律
・
登
記
・
税
務
無
料
相
談

◦�

日
時
＝
10
月
18
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
（
国

分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

相
談
員
＝
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
税
理
士

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
司
法
書
士

会
☎
０
９
９（
２
５
６
）０
３
３

５
、
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
☎

０
９
９（
２
５
７
）２
８
３
３
、

南
九
州
税
理
士
会
☎
０
９
９

（
２
２
５
）６
１
４
８

◦�

日
時
＝
10
月
18
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦�

場
所
＝
物
産
館
よ
こ
で
～
ろ
前

駐
車
場
（
溝
辺
町
）

◦�

内
容
＝
木
工
教
室
、
木
工
ク
ラ

フ
ト
製
作
、
丸
太
切
り
競
争
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
木
製

品
・
特
産
品
販
売
、
餅
ま
き
、

住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
実
行
委
員
会

事
務
局
（
姶
良
・
伊
佐
地
域
振

興
局
内
）
☎（
63
）８
１
５
９

募　

集

第
６
回
き
り
し
ま
歴
史
散
歩

◦�

日
時
＝
10
月
31
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時
（
小
雨

決
行
）
※
受
付
は
９
時
か
ら

◦�

乗
車
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
・
隼
人
庁
舎
駐
車
場

◦�

対
象
者
＝
小
学
生
以
上

◦�

定
員
＝
30
人

◦�

参
加
費
＝
５
０
０
円

◦�

内
容
＝｢

火
山
活
動
と
霧
島｣

◦�

見
学
場
所
＝
え
び
の
高
原
な
ど

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
乗
車

場
所
を
記
入
。（
２
人
ま
で
可
）

◦�

申
込
期
間
＝
10
月
13
日（
火
）～

20
日（
火
）

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化

振
興
課
☎（
42
）１
１
１
９
、
〒�

８
９
９
︲
５
１
９
２　

隼
人
町

内
山
田
一
丁
目
11
︲
11

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

青
年
海
外
協
力
隊
の
募
集
に
あ

た
り
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
10
月
31
日（
土
）午
後
２

時
～
４
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
公
民
館
３
階
小
会
議
室

◦�

内
容
＝
概
要
説
明
、
体
験
発
表
、

個
別
相
談
な
ど
（
予
約
不
要
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

九
州
国
際
セ
ン
タ
ー
☎
０
９

３
（
６
７
１
）８
３
４
９
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島
☎
０
９

９
（
２
２
１
）
６
６
２
４
、
企

画
政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
１
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
「
提
供
会
員
」
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
し
て

ほ
し
い
か
た
（
依
頼
会
員
）
と
、

子
ど
も
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど

の
援
助
を
し
た
い
か
た
（
提
供
会

員
）
の
援
助
活
動
を
有
償
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
う
会
員
組
織
で
す
。

会
員
に
登
録
し
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

◦�

応
募
用
件
＝
市
内
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康

な
か
た
で
、
自
宅
で
子
ど
も
を

預
か
る
こ
と
が
で
き
る
か
た

※�

活
動
に
対
し
て
は
基
準
額
に
よ

る
報
酬
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ

し
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
）

◦�

全
体
講
習
会
＝
11
月
10
日（
火
）

◎� 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

霧
島
☎（
48
）９
３
５
０

パ
ソ
コ
ン
講
座

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

公
職
に
あ
る
人
、
公
職
の
候
補
者
、

公
職
の
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る

人
。
公
職
と
は
国
会
議
員
、
地
方

公
共
団
体
の
議
員
お
よ
び
長
の
こ

と
）。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎（
42
）１
１
４
３

火
災
予
防
広
報
に

警
鐘
を
使
い
ま
す

毎
年
、
春
と
秋
の
火
災
予
防
運

動
週
間
を
中
心
に
広
報
活
動
を
し

て
い
ま
す
が
、
住
宅
の
遮
音
性
が

向
上
し
つ
つ
あ
り
、
音
声
マ
イ
ク

で
は
防
火
の
呼
び
か
け
が
届
か
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

遠
く
ま
で
音
の
通
り
や
す
い
警
鐘

を
使
い
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ

れ
を
機
会
に
、
防
火
の
意
識
を
も

う
一
度
思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防
局
警
防

課
☎（
64
）０
１
１
９

霧
島
市
芸
術
祭･
文
化
祭

第
４
回
霧
島
市
芸
術
祭
（
展
示

部
門
の
み
）
と
各
支
部
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

●
第
４
回
霧
島
市
芸
術
祭

◦�

展
示
日
時
＝
11
月
11
日（
水
）午

前
８
時
15
分
～
17
日（
火
）午
後

３
時

◦�

展
示
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
１
階

●�

各
支
部
文
化
祭

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

☎（
42
）１
１
１
９
、
各
出
張
所

教
育
振
興
課

こ
ど
も
絵
画
展

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園

児
か
ら
小
中
学
生
ま
で
の
絵
画
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
小
学
生
以

上
の
テ
ー
マ
は
「
わ
た
し
た
ち
の

霧
島
市
」
で
す
。

◦�

展
示
期
間
＝
10
月
21
日（
水
）～

30
日（
金
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興

課
芸
術
文
化
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）

１
１
１
９

第
２
回

小
・
中
学
校
音
楽
の
集
い

◦
期
日
・
参
加
校

・�

11
月
17
日（
火
）【
午
前
】向
花
小
、

福
山
小
、
国
分
西
小
、
塚
脇
小
、

青
葉
小
、
牧
之
原
小
、
平
山

小
【
午
後
】
持
松
小
・
三
体
小
、

福
山
中
、
上
小
川
小
、
牧
之
原

中
、
国
分
南
小
、
木
原
小
・
中
、

国
分
中

◦�

基
調
講
演
＝
「
坂
本
龍
馬
が
訪

れ
た
霧
島
の
魅
力
」

◦�

講
師
＝
橋
本
邦
健
氏
（
全
国
龍

馬
社
中
会
長
）

◦�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
＝
「
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
型

観
光
へ
向
け
て
」

◦�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
東
川
隆

太
郎
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し

ま
探
検
の
会
代
表
理
事
）

◦�
パ
ネ
ラ
ー
＝
川
平
和
美
氏
（
鹿

児
島
大
学
病
院
霧
島
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
）、

清
武
裕
子
氏
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州

国
内
商
品
事
業
部
地
域
統
括

部
長
）、
千
葉
し
の
ぶ
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島
食
育
研
究
会
代

表
）、
奈
良
迫
英
光
氏
（
県
観

光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
観
光

協
会
☎（
78
）
２
１
１
５

政
治
家
の
寄
附
行
為
な
ど
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、

お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
有
権
者
が

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。（
政
治
家
と
は
現
に

お
知
ら
せ

第
５
回
環
霧
島
会
議

霧
島
連
山
を
囲
む
７
市
町
で
構

成
す
る
「
環
霧
島
会
議
」
の
第
５

回
目
の
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
会
合
で
は
環
霧
島
教
育
長

会
議
の
発
足
な
ど
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
午
後
か
ら
は

構
成
市
町
の
伝
統
的
な
郷
土
芸
能

な
ど
の
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
10
月
22
日（
木
）【
郷
土

芸
能
】
午
後
１
時
か
ら

◦�

場
所
＝
曽
於
市
財
部
き
ら
め
き

セ
ン
タ
ー

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策

課
企
画
政
策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
１
４

霧
島
湯
け
む
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
資
源
を
生
か
し
た
健
康
づ

く
り
型
観
光
の
必
要
性
や
今
後
進

む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。〈
入
場
無
料
〉

◦�

日
時
＝
11
月
20
日（
金
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

行事名 展示部門 舞台発表

牧園支部文化祭 10月25日（日）10:00 ～ 15:30
高千穂小学校体育館

10月25日（日）13:00 ～ 15:30
高千穂小学校体育館

福山支部文化祭 10月25日（日）10:00 ～ 15:00
福山公民館

10月25日（日）10:00 ～ 15:00
福山公民館

溝辺ふるさと祭り 10月31日（土） 8：30 ～ 11月 1日（日）16：00
溝辺体育館

（前夜祭）
10月31日（土）17:30 ～ 21:30
溝辺公民館みそめ館

隼人支部文化祭 11月 1日（日） 9：30 ～ 16：00
隼人体育館

11月 1日（日） 9:30 ～ 15:30
隼人農村環境改善センター

国分支部文化祭 10月31日（土）12：00 ～ 11月 3日（火）16：00
国分シビックセンター 1階市民ギャラリー

11月 3日（火）10:00 ～ 16:00
霧島市民会館

霧島文化祭 10月31日（土） 9：00 ～ 11月 1日（日）15：00
霧島公民館

11月 1日（日）10:30 ～ 15:00
霧島公民館

横川地区文化祭 11月 3日（火） 9：00 ～ 16：00
横川公民館

11月 3日（火） 9:00 ～ 13:00
横川公民館

講　座　名 期　間 受講料（円）

Java プログラミング入門 10/14 ～ 16 20,000

Access VBA 応用 10/21 ～ 23 15,000

Excel 応用 11 /5 ～ 6 10,000

Photoshop 画像加工応用 11/10 ～ 12 17,000

Visual C#.NET 入門 11/17 ～ 19 20,000

インターネットセキュリティ入門 11/25 ～ 26 20,000

※定員になり次第締め切ります。
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じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
ト

マ
ト
お
い
し
い
ね
」
と

義
父
が
栽
培
し
た
野
菜
を
娘
が
好

ん
で
食
べ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も

は
愛
情
を
肌
で
感
じ
る
」
と
は
こ

の
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
私

は
育
児
２
年
目
で
す
。
特
集
を
読

み
、
育
児
に
悩
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
が
想
像
以
上
に
多
く
、
胸
が
痛

か
っ
た
で
す
。
で
も
私
は
育
児
を

支
え
て
く
だ
さ
る
活
動
の
存
在
で
、

自
分
を
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
「
行
き

場
」
を
見
つ
け
て
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
高
齢
者
の
か
た
が
た
や

印
象
的
だ
っ
た
竹
迫
先
生
か
ら
の

「
頑
張
っ
て
る
ね
」
の
励
ま
し
や

抱
擁
に
感
謝
の
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
。
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増

や
し
な
が
ら
、
も
っ
と
肩
の
力
を

抜
い
て
子
育
て
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。（
イ
ル
カ
ち
ゃ
ん
32
歳

女
性
）

●

取
材
で
お
母
さ
ん
た
ち
が
見
せ

て
く
れ
た
涙
。
そ
の
思
い
は
無
駄

に
で
き
な
い
、
お
母
さ
ん
た
ち
の

心
か
ら
の
笑
顔
を
見
た
い
。
今
回

の
特
集
は
そ
の
思
い
だ
け
で
作
り

ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
の
人
の
心
に

届
く
か
不
安
に
思
っ
て
い
た
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
は
、
思
い

が
伝
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
皆
さ

ん
の
一
文
字
一
文
字
に
私
自
身
、

救
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
が

少
し
で
も
お
母
さ
ん
の
笑
顔
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

国
分
に
住
み
始
め
て
２
年
。

今
ま
で
12
回
の
引
越
し
を

し
、
い
ろ
ん
な
県
に
住
み
ま
し
た

が
、「
人
の
優
し
さ
」
で
は
１
位

の
県
だ
と
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
残

念
な
の
が
車
の
運
転
マ
ナ
ー
の
悪

さ
で
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

曲
が
る
車
や
割
り
込
み
の
荒
い
車
。

そ
し
て
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
時

に
怖
い
思
い
を
何
度
も
経
験
。
そ

れ
は
徐
行
せ
ず
に
細
い
道
か
ら
現

れ
る
車
。「
も
し
こ
の
通
り
の
先

に
歩
行
者
や
自
転
車
と
か
が
い
た

ら
」
と
い
う
想
定
を
し
た
運
転
を

し
て
ほ
し
い
と
強
く
願
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
お
店
の
旗
や
看
板
、
民

家
の
植
物
が
運
転
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
と
考
え

ず
に
、
皆
さ
ん
に
思
い
や
り
を

持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
ボ
ニ
ー
タ
28
歳
女
性
）

●

運
転
中
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
経
験
は

だ
れ
に
で
も
あ
る
は
ず
。
万
一
の

事
故
で
は
な
い
。
い
つ
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

家
の
都
合
で
仕
事
を
辞
め
て

目
標
の
な
い
毎
日
。
そ
し

て
引
っ
込
み
思
案
な
こ
と
も
あ
り
、

行
動
範
囲
も
狭
く
、
ス
ト
レ
ス
も

溜た

ま
り
悪
循
環
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
広
報
誌
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
公
開
講
座
の
募
集

が
目
に
留
ま
り
、
思
い
切
っ
て
申

し
込
み
を
し
て
み
る
と
、
思
っ
た

以
上
に
簡
単
で
、
そ
れ
以
上
に
わ

く
わ
く
し
て
い
る
自
分
が
い
ま
す
。

今
ま
で
い
ろ
ん
な
情
報
を
掲
載
し
、

発
信
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
見
過
ご
し
、
最
初
の
一
歩
を

踏
み
出
せ
ず
に
い
た
こ
と
が
今
更

な
が
ら
惜
し
い
気
持
ち
で
す
。（
は

じ
め
の
一
歩
45
歳
女
性
）

●

鹿
児
島
弁
で
「
泣
こ
よ
か
ひ
っ

と
べ
」。
い
ろ
い
ろ
悩
ん
で
い
る

よ
り
少
し
で
も
外
に
出
て
、
何
か

行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず

お
書
き
く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.86/2009.10）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださったかたの中から
肥薩線全線開通１００年記念焼酎

「鉄道歴史肥薩街道」を５人のか
たにプレゼント。応募締め切りは
10月23日（金）当日消印有効です。
当選の発表は、商品の発送を持っ
てかえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます

Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

９
月
号
特
集

「
心
で
つ
な
が
る

子
育
て
」を
読
ん
で

自
然
と
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

若
く
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

家
族
、
友
だ
ち
と
も
離
れ
て
の
子

育
て
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

多
く
、
子
ど
も
に
は
先
天
性
の
病

気
も
あ
っ
て
、
家
で
一
人
、
子
育

て
が
で
き
て
い
る
の
か
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
皆
さ

ん
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
こ
と

に
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
若
い

マ
マ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
な
が
ら
育
児
を
頑
張
り
た
い
で

す
。（
ア
ヤ
マ
マ
21
歳
女
性
）

と
て
も
心
に
響
き
、
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
21
歳
で
娘
を
出
産
し
ま
し
た
。

「
若
い
母
親
だ
か
ら
」
な
ど
と
言

わ
れ
な
い
よ
う
に
と
必
死
に
な
り

す
ぎ
て
し
ま
い
、
精
神
的
に
追
い

込
ま
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
ぐ
ず
る
娘
を
怒
鳴
り
つ
け
、

一
緒
に
泣
い
た
こ
と
や
、
週
末
に

一
人
で
外
出
す
る
夫
が
腹
立
た
し

く
思
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

夫
が
家
事
や
育
児
に
協
力
的
な
の

が
何
よ
り
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
き
っ
と

私
も
虐
待
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
わ
り
か
ら「
頑
張
っ
て
」

と
言
わ
れ
る
た
び
に
と
て
も
つ
ら

く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
あ

る
日
、
た
ま
た
ま
手
に
と
っ
た
育

児
雑
誌
の
「
育
児
は
頑
張
ら
な
く

て
い
い
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
し

て
以
来
、
肩
の
力
が
抜
け
楽
に
な

り
ま
し
た
。
２
歳
で
イ
ヤ
イ
ヤ
期

の
娘
の
世
話
も
、
頑
張
ら
ず
に
自

分
の
ペ
ー
ス
で
こ
な
し
て
い
ま
す
。

育
児
中
の
お
母
さ
ん
は
と
て
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。「
頑
張
っ
て
」で

は
な
く
、「
よ
く
頑
張
っ
て
る
ね
」

と
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
さ
つ
ま
い
も
Ｒ
23
歳
女
性
）

思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
。
私

も
市
外
か
ら
嫁
い
で
き
て
、

親
や
友
人
が
遠
い
環
境
の
中
、
初

め
て
の
育
児
に
奮
闘
す
る
毎
日
で

す
。
不
安
や
悩
み
が
尽
き
ま
せ
ん

が
、
霧
島
市
は
子
育
て
サ
ロ
ン
が

充
実
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
竹

迫
先
生
に
は
本
当
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
一
人

一
人
を
「
何
何
ち
ゃ
ん
の
マ
マ
」

で
は
な
く
、
個
人
の
名
前
で
読
ん

で
も
ら
え
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
自

分
が
誰
か
に
認
め
ら
れ
て
い
る
気

が
し
て
大
き
な
喜
び
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
自
信
を
与
え
、
そ
っ
と
背

中
を
押
し
て
く
れ
る
先
生
の
優
し

く
心
強
い
言
葉
、
す
て
き
な
絵
本

と
の
懸
け
橋
、
先
生
は
「
お
母
さ

ん
た
ち
の
お
母
さ
ん
」
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
あ
た
た
か
い
人
と

ま
ち
に
支
え
ら
れ
て
、「
育
児
は

育
自
」
で
親
子
と
も
に
成
長
し
て

い
け
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

（
な
ご
み
マ
マ
28
歳
女
性
）

涙
し
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。

私
も
子
育
て
サ
ロ
ン
で
た

く
さ
ん
の
マ
マ
友
に
出
会
い
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
か
た
が
た

に
出
会
い
、
そ
し
て
竹
迫
先
生
に

出
会
い
、
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ら
い
時
、
笑
顔
で
迎
え
て
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
。
そ
れ
だ
け
で

元
気
に
な
れ
ま
す
。
こ
の
特
集
を

読
ん
で
、
涙
を
流
す
お
母
さ
ん
は

多
か
っ
た
は
ず
。
感
謝
の
よ
う
な
、

感
激
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
が
笑
っ
て
い
れ

ば
子
ど
も
も
笑
っ
て
育
つ
も
の
。

笑
顔
の
マ
マ
が
た
く
さ
ん
い
る
霧

島
市
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。（
は

ま
ち
ゃ
ん
28
歳
女
性
）

涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
歳
11
か
月
の
息
子
と
お

な
か
に
３
か
月
の
子
ど
も
が
い
ま

す
。
特
に
子
育
て
に
悩
み
や
不
安

は
な
い
の
で
す
が
、
何
か
心
に
響

く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
虐
待
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
が
、
本
当
に
虐
待
を
し
た
く
て

し
て
い
る
母
親
は
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
10
か
月
お
な
か
に
い

て
、
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
と
き

は
本
当
に
「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
と
み
ん
な
思
う

は
ず
で
す
。
子
ど
も
を
育
て
て
い

く
過
程
や
環
境
に
、
き
っ
と
何
か

あ
る
は
ず
で
す
。
私
は
家
に
い
る

の
が
ス
ト
レ
ス
な
の
で
子
育
て
サ

ロ
ン
や
幼
稚
園
、
保
育
園
の
施
設

開
放
に
よ
く
行
き
ま
す
。
そ
こ
で

ス
テ
キ
な
マ
マ
友
が
で
き
て
お
付

き
合
い
も
１
年
半
過
ぎ
ま
し
た
。

同
じ
１
日
を
過
ご
す
な
ら
楽
し
ん

だ
方
が
い
い
で
す
。（
は
る
き
マ

マ
25
歳
女
性
）

オオカメノキ（大亀の木）
別名：ムシカリ　スイカズラ科
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出
会
い
を
大
切
に

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

今
年
も
敬
老
の
日
を
前
に

１
０
０
歳
以
上
の
か
た
が
た
の

お
宅
を
訪
問
し
、
長
寿
の
お

祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
そ
の
中
で
今
年
１
０
０
歳

を
迎
え
ら
れ
た
壹い

岐き

千ち

尋ひ
ろ

さ
ん

の
お
宅
を
初
め
て
訪
問
し
ま
し

た
。
壹
岐
さ
ん
は
溝
辺
町
有
川

で
娘
さ
ん
と
暮
ら
し
、
近
く
に

は
開
業
医
を
営
む
息
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
旧
姓
は

白
浜
で
私
と
同
じ
牧
園
町
の
出

身
。
郷
里
が
同
じ
こ
と
か
ら
大

変
会
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
幼

い
こ
ろ
の
友
だ
ち
や
ご
近
所
、

親
戚
縁
者
、
私
も
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
か
た
の
思
い
出

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
１
０
０
歳
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
生
き
生
き
と
話
さ
れ
る
そ

の
姿
か
ら
、
出
会
い
を
大
切
に

す
る
壹
岐
さ
ん
の
人
生
そ
の
も

の
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
振
り
返
る
に
は
ま

だ
早
い
で
す
が
、
私
も
大
学
生

か
ら
社
会
人
と
な
り
、
国
会
議

員
秘
書
、
県
議
会
議
員
、
町
長

を
経
験
し
、そ
し
て
市
長
と
な
っ

た
今
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
人

は
数
知
れ
ず
、
そ
の
出
会
い

が
成
長
の
糧か

て

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一い
ち

期ご

一い
ち

会え

、
こ
れ
か
ら
も
出
会

い
を
大
切
に
し
、
心
の
通
う
温

か
い
人
付
き
合
い
の
で
き
る
人

生
を
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

霧島温泉旅館協会が肥薩線全線開通100年を記念して販売中の「鉄道歴史肥薩街道」。
レトロ風のビンを使いお土産に大人気。地元錦灘酒造が製造し、アルコール分２５度、サツ
マイモと米麹

こうじ

でさっぱりとした飲み口。霧島温泉旅館協会の旅館、ホテルのほか、バレル・
バレープラハ＆ＧＥＮで来年３月末までの限定販売。

◎問い合わせ先＝霧島温泉旅館協会  ☎（78）2115

◎人口／128,315人（+74）
男性／ 61,871人（＋54）
女性／ 66,444人（＋20）
出生 98人／死亡102人
転入482人／転出407人
◎世帯数／57,455世帯（+60）

（平成21年９月１日現在）
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E
D

IT
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R
'S◎今月の表紙

田
の
あ
ぜ
な
ど
で
多
く
見
ら
れ
る「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
」。
赤
い

花
は
稲
の
緑
と
良
く
合
い
ま
す
。
今
回
の
表
紙
は
牧
園
町

万
膳
地
区
で
撮
影
。
あ
ぜ
を
真
っ
赤
に
染
め
て
い
る
様
子

も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
独
特
な
形
に
魅
か

れ
ア
ッ
プ
で
撮
影
し
て
み
ま
し
た
。
見
慣
れ
た
物
も
、
見

る
角
度
や
時
間
帯
な
ど
で
い
ろ
ん
な
表
情
を
見
せ
る
。
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
表
情
を
追
い
か
け
て
行
き
た
い
で
す
。

牧園町万膳地区 「ヒガンバナ」
９月23日　午後４時45分

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ18～200㎜
Ｆ3.5-5.6　1/160秒　Ｆ6.3　＋2/3　
ISO200

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださったかたの中から

肥薩線にはたくさんの魅力があります。今回、一番気に入ったスポッ
トは矢岳駅。駅を出て前の階段を３段ほど下りてしゃがみながら

見る駅の景色がレトロ感いっぱいで最高でした。駅弁を食べながらゆっ
くりレトロな旅、皆さんも一度、その魅力を味わってみてください（み）

家電エコポイントがプレミアム付商品券に交換できてさらに１割お
得。とうとう我が家も液晶テレビを購入することに決定。突然見え

なくなっても電源を消して元に戻るのを静かに待つ生活が約半年。市共
通商品券のおかげで緊急経済対策の一役を担うことができました（ふ）

国分南中３年の花田さんはガイドとして知らない人へ声をかけるの
に勇気が必要だったと話してくれた。今ではお店などで泣いてい

る子どもがいたら声をかけられるようになったという。大人でも簡単に
できることではない。大人だけど人見知りをする私は尊敬した･･･（あ）

天ぷら油で車が走るなんてびっくりです。それにしても「天ぷら
カー」思わず食べたくなりませんでしたか。実は居酒屋の大将に

作っていただきました。（宣伝もしておこう）その居酒屋の名前は「い・」
あっ、文字数が足りなくなった。とにかく本当に大将ありがとう（た）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

※お酒は20歳になってから。

な
景
色
を
見
せ
て
く
れ
る
雄
大
な

霧
島
連
山
。
見
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
で
登
山
し
実
際
に
触
れ
合
う

喜
び
も
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
の
が
、
登
山
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ
や
霧
島
歩
こ
う
会
の
皆
さ
ん
。

〈随ずいそう想〉

こ
の
霧
島
は
、
日
本
へ
そ
し
て
今

や
世
界
の
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
と
自
信

を
持
っ
て
推
薦
で
き
る
と
こ
ろ
で

あ
る
と
改
め
て
確
信
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
仕
事
を
す

る
中
で
大
切
な
事
は
、
人
と
人
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
あ
る
。
や

は
り
、
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
た

人
と
人
と
の
絆

き
ず
な
は
深
く
、
い
か
な

る
時
で
も
、
壁
を
壊
す
だ
け
の
な

す
す
べ
を
教
え
て
く
れ
る
し
、
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
９
月

の
残
暑
が
厳
し
い
時
期
な
の
で
参

加
者
よ
り
日
陰
で
待
機
で
き
る
場

所
の
希
望
が
で
た
。
資
金
が
無
く

苦
肉
の
策
と
し
て
、
自
分
た
ち
で

山
か
ら
竹
を
切
り
出
し
、
枠
を
組

み
、
そ
の
上
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

乗
せ
休
憩
所
を
15
か
所
も
作
っ
た

と
こ
ろ
、
参
加
者
に
大
変
喜
ば
れ

た
。
自
分
一
人
で
は
全
く
思
い
浮

か
ば
な
い
関
係
者
の
ア
イ
デ
ア
と

汗
の
産
物
。
今
で
も
参
加
者
ら
が

喜
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の

時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
人
間
関

係
の
大
切
さ
を
感
じ
社
会
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
を
感
じ
る
。

現
在
、
私
は
観
光
協
会
の
職
員

と
農
業
と
の
兼
業
で
、
老
体
に
む

ち
打
ち
、
観
光
と
農
業
の
併
進
と

融
合
を
地
で
推
進
し
て
い
る
身
で

も
あ
る
。
こ
う
で
き
る
の
も
職
場

Profile
まつもと  よしふみ（59）
霧島地区出身。大学卒業後、大阪
でサラリーマンを20年弱経験。
爽快な汗をかきビールを飲める
ことが生きがいと考える私は、帰
鹿して就農。当初は意識して霧島
連山が眺められるところを捜し
求めていたが、今は自然と一体
化し、どこでも素晴らしく感じる。
現在、畜産をしながら観光協会の
職員となって９年目。

30
年
振
り
に
霧
島
に
帰
っ
て
来

て
17
年
目
。
も
と
も
と
旧
霧
島
町

出
身
だ
が
、
中
学
校
か
ら
鹿
児
島

市
内
に
転
校
し
た
た
め
、
顔
見
知

り
は
小
学
校
ま
で
の
同
級
生
や
地

域
の
人
た
ち
。
で
も
30
年
も
経
つ

と
昔
の
面お

も

影か
げ

は
多
少
残
っ
て
い
る

程
度
で
、
な
か
な
か
名
前
ま
で
は

覚
え
て
お
ら
ず
、
名
前
と
顔
が
一

致
す
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
。

そ
う
い
う
地
域
に
溶
け
込
む
た

め
に
は
、
少
し
ず
つ
人
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
し
か
な
い
と

考
え
、
ま
ず
は
地
元
の
人
、
次
に

仕
事
上
の
畜
産
関
係
者
。
子
ど
も

た
ち
が
学
校
に
行
き
始
め
る
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
会
員
や
教
師

と
。
観
光
協
会
の
職
員
に
な
っ
て

か
ら
は
、
最
初
は
近
隣
の
観
光
関

係
者
、
そ
し
て
現
在
は
市
内
の
観

光
協
会
が
合
併
し
た
た
め
、
広
域

で
の
観
光
関
係
者
へ
と
徐
々
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
そ
の
間
、
行
政
の
か
た
に
は

担
当
課
は
も
ち
ろ
ん
担
当
課
以
外

で
も
曜
日
関
係
な
し
に
、
一
貫
し

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ

い
て
き
た
。

一
方
、
四
季
折
々
に
さ
ま
ざ
ま

や
地
域
の
関
係
者
、
行
政
の
か
た

が
た
の
目
に
見
え
な
い
協
力
が

あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る
こ
と
で

あ
る
。
感
謝
し
て
も
仕
切
れ
な
い

人
々
が
ど
れ
だ
け
い
る
こ
と
か
と

常
々
意
識
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
。

こ
の
霧
島
は
、
私
を
生
か
し
て

く
れ
る
人
と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
適
し
て
い
て
、
大
変
優

れ
て
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

私
も
今
後
ま
す
ま
す
霧
島
を
土
台

と
し
て
、
広
く
い
ろ
い
ろ
な
人
々

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
入
れ
る

よ
う
に
、
日
々
人
間
磨
き
に
研
さ

ん
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
こ
の
年
に
な
っ
て
も
改
め
て

自
戒
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
季
折
々
に
い
ろ
い
ろ
な
景
色
を

見
せ
て
く
れ
る
雄
大
な
霧
島
連
山

人と人とのネットワークが一番
◎松元  義文

肥薩線全線開通１００年記念焼酎
「鉄

てつどうろまん

道歴史肥薩街道」をプレゼントします。
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